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たようです。

また、 この観察会には「高萩市自然を愛する

友の会」 （若松政次代表）が講師を派遣するな

どの協力をしています。当日は、友の会会員や

日本野鳥の会員である山口万寿美さんら5人が

参加。子供たちといっしょに野鳥を探し、 11種

の野烏を確認しました。

自然を愛し小烏をかわいがるということは、

周囲に対する思いやりの心などが育つのではな

いでしょうか。

君田小学校（小室力男校長・児童数74人）で

は、野鳥に親しみをもち郷土愛を育てよう

と、さる6月5日ゆとりの時間「杉の子タイム」

を利用して、野鳥の観察を行いました。

この日は、全校生が探烏用望遠鏡6台を用い

て同校周辺や上君田方面なと．を巡回、 カッコウ

・モズ・ホオジロなと．の姿を見つけ思わず歓声

をあげていました。

当日は、事前に行われたスライドや16ミリ映

画などでの野鳥の生態観察がとても参考になっ

思
い
や
り
の
謹
溌
》

溌
心
を
育
て
よ
－
コ

申
即
一
一
一
封
》
一
》
一
》
一
酔
討
一
一
韮
一
一
一
一
一
唖
副
》
一
一
《
一
一
一
一
》
佃
圭
一
一
一
一
一
》
曲
》
梱
一
四
》
《
》
一
睡
一
一
《
畢
佃
》
一
一
一
》
叩
埜
哩

篭
君
田
で
探
烏
会

テレホンサービス「市政案内」は(3) 1 151 . 1 152です



－－蓋月6日市報たかはぎ第256号夫 昭和56年7

青
少
年
セ
ン
タ
ー

鯛
％
は
理
解

「
高
萩
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
」
に
《

い
て
、
ど
の
よ
う
な
認
識
を
も
っ
て
い

る
か
ｌ
で
は
、
八
五
％
の
市
民
が
存

在
を
認
知
し
て
お
り
、
活
動
内
容
で
は
、

「
地
域
の
教
育
環
境
を
点
検
し
た
り

盛
り
場
な
ど
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
、
青

少
年
の
非
行
化
防
止
活
動
を
し
て
い
る
」

が
も
っ
と
も
多
く
四
五
％
を
占
め
て
い

ま
す
。総

数
で
は
、
約
二
○
％
が
「
よ
く
わ

－
二一－

こ
の
調
査
は
、
二
十
歳
以
上
を

対
象
に
四
地
区
に
分
け
一
○
○
○

人
を
無
作
為
抽
出
し
、
配
票
と
回

｜
と
し
て
、
昨
年
十
一
月
に
「
胄
少

一
年
の
健
全
育
成
と
地
域
活
動
を
考

一
え
る
」
と
い
う
意
識
調
吉
を
行
い

一
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

岬
噂
音
信
紗
斗
帥
堀
一
盧
詑
注
鍼
師
一

答
が
え
ら
れ
ま
し
た
。

市
胄
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
五

十
四
年
と
五
十
五
年
の
二
汗
閤
肖
胄

少
年
の
健
全
育
成
モ
デ
ル
地
区
Ｌ

に
指
定
さ
れ
、
そ
の
聿
業
の
一
環

あ
な子一

た
の
家
庭

育
て
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
．

か
ら
な
い
」
と
答
え
て
お
り
五
人
に
一

人
は
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
活
動
に
疑
問

を
い
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
三
十
代
の
方
が
二
四
・
八
％
、

つ
ま
り
四
人
に
一
人
が
、
「
よ
く
わ
か

ら
な
い
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

「
相
談
ポ
ス
ト
」
や
「
白
い
ポ
ス
ト
」

で
は
、
総
数
で
六
三
・
九
％
と
三
人
に

二
人
が
「
知
っ
て
い
る
」
と
答
え
、
こ

の
う
ち
一
○
％
弱
が
「
利
用
し
た
」
と

答
え
て
い
ま
す
。

青
年
の
悪
影
響

「
親
の
過
保
護
」
が
鯛
％

青
少
年
の
問
題
行
動
に
つ
い
て
の
関

心
の
度
合
は
、
地
区
別
や
年
齢
別
で
多

少
の
差
は
み
ら
れ
る
も
の
の
「
非
常
に

関
心
を
も
っ
て
い
る
」
・
「
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
関
心
を
も
っ
て
い
る
」
い
わ

ゆ
る
〃
関
心
派
〃
は
八
○
％
以
上
。
青

少
年
の
考
え
方
や
行
動
に
つ
い
て
の
感

じ
方
で
は
、
「
非
常
に
好
感
を
も
っ
て

い
る
」
。
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
好
感

を
も
っ
て
い
る
」
と
〃
好
印
象
派
″
が

四
五
％
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
好
感

を
も
っ
て
い
な
い
」
。
「
全
然
好
感
を

も
っ
て
い
な
い
」
の
〃
悪
印
象
派
〃
は
四

三
％
で
、
全
体
的
に
み
る
と
ほ
ぼ
同
率
。

″
青
少
年
の
健
全
育
成
：
．
〃
の
調
査
か
ら
…
…
…
妙

一
一
）

さ
ら
に
、
〃
青
少
年
に
好
ま
し
く
な

い
影
響
を
与
え
て
い
る
原
因
〃
に
つ
い

て
は
、
「
親
の
過
保
護
と
放
任
」
が
最

も
多
く
六
三
％
。
つ
づ
い
て
「
家
庭
の

し
つ
け
の
不
足
」
三
一
・
八
％
、
「
俗

悪
な
雑
誌
・
映
画
・
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の

氾
濫
」
四
○
・
六
％
、
「
利
己
的
な
社

会
風
潮
」
三
一
・
八
％
、
「
日
常
の
大

人
の
態
度
や
行
動
」
二
四
・
二
％
、
「
物

を
大
切
に
し
な
い
家
庭
や
社
会
環
境
」

二
二
・
六
％
、
「
享
楽
的
な
社
会
環
境
」

一
九
・
六
％
、
「
健
全
に
余
暇
を
過
ご

す
場
所
や
施
設
が
な
い
」
二
・
九
％

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
親
の
過
保
護
と
放
任
」
「
家
庭
の

し
つ
け
の
不
足
」
な
ど
〃
家
庭
教
育
の

あ
り
方
〃
に
そ
の
原
因
を
求
め
よ
う
と

す
る
も
の
と
、
「
享
楽
的
な
社
会
環
境
」

「
俗
悪
な
雑
誌
…
…
…
」
な
ど
〃
物
的
・

人
的
地
域
環
境
〃
に
問
題
が
あ
る
も
の

に
大
別
さ
れ
る
よ
『
フ
で
す
。

日
常
生
活
に
問
題

た
よ
り
は
「
父
・
母
」

家
庭
で
の
あ
い
さ
つ
や
し
つ
け
で
は
、

「
家
庭
で
の
し
つ
け
全
般
」
に
つ
い
て

は
「
十
分
に
で
き
て
い
る
」
と
答
え
た

人
が
、
三
・
九
％
と
低
く
、
「
あ
ま

り
十
分
に
で
き
て
い
な
い
」
・
「
ど
ち
ら

と
も
い
え
な
い
」
を
合
わ
せ
る
と
約
八

○
％
と
高
い
比
率
を
示
し
て
い
ま
す
。

「
両
親
と
も
忙
し
く
子
ど
も
と
接
触

す
る
機
会
が
な
い
Ｌ
な
ど
両
親
の
多
忙

な
日
常
生
活
の
問
題
状
況
が
結
果
と
し

て
は
握
さ
れ
て
い
ま
す
。

青
少
年
に
期
待
す
る
人
間
像
で
は
、

「
自
分
の
能
力
を
発
揮
し
、
生
き
か
い

の
あ
る
一
生
を
お
く
る
」
と
答
え
た
人

は
七
○
％
と
最
も
多
く
、
ま
た
、
人
格

形
成
過
程
で
影
響
を
受
け
た
人
に
つ
い

て
は
、
当
然
の
こ
と
と
は
思
わ
れ
る
が

「
父
・
母
」
を
あ
げ
て
い
る
人
か
五
○

％
以
上
で
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
最

も
基
本
的
で
重
要
な
こ
と
は
、
両
親
の

日
常
生
活
の
生
き
方
と
姿
勢
と
い
う
こ

と
か
い
え
ま
す
。

集
団
活
動
の
す
す
め

積
極
派
は
妬
・
７
％

「
集
団
活
動
参
加
に
つ
い
て
の
理
解
」

の
結
果
で
は
、
「
す
す
ん
で
参
加
さ
せ

た
方
か
よ
い
」
と
い
う
積
極
的
な
考
え

が
総
数
の
四
五
・
七
％
を
占
め
、
さ
ら

に
「
本
人
の
自
由
意
志
に
ま
か
せ
る
」

が
五
○
・
二
％
で
、
両
者
を
あ
わ
せ
る

と
約
九
六
％
と
な
り
、
当
市
に
お
け
る

（
）

蹄

識…線
…評

親
が
ま
け
て
し
ま
う
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で

す
か
。近

所
の
子
供
が
自
転
車
を
買
っ
て
あ

た
え
る
と
ず
ぐ
ほ
し
が
る
ん
で
す
ね
。

自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
も
同
じ
こ
と

が
い
え
ま
す
よ
。
事
故
が
あ
っ
て
か
ら

で
は
、
遅
い
で
す
か
ら
。
…
：
。

改
造
車
は
、
車
検
が
と
お
っ
て
も
自

分
で
車
体
を
低
く
改
造
し
て
乗
る
ん
で

し
よ
《
う
ね
。
親
は
注
意
し
な
い
の
か
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
警
察
が
た
よ

り
で
す
ね
。

農
農
驚
弓
話
が
少
な
い
と

思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
子
供
会
な
ど

は
中
学
生
に
な
る
と
ぬ
け
て
し
ま
う
し
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
も
あ
ま
り

参
加
し
て
い
な
い
み
た
い
で
す
よ
。

健
康
の
面
か
ら
も
集
団
活
動
に
は
、

積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
、
み
ん
な
で

考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
．

毎
日
勉
強
ば
か
り
で
は
、
か
わ
い
そ

う
で
す
ね
。
指
導
者
に
な
れ
る
方
が
し

っ
か
り
し
て
い
れ
ば
、
地
域
の
環
境
も

良
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

鰯
鐙
鐘
鯵

天
童
忠

・
さ
ん

過
保
護
の
世

の
中
で
す
か
ら

沼
田
ミ
ツ
子

さ
ん

母
と
子
の
会
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好ましくないと思われる原因(全体順位）

63．0親の過保護と放任

家庭のしつけの不足

俗悪な雑誌・映画
ポスターの氾濫

利己的な社会風潮

日常の大人の態度や
行動
物を大切にしない家
庭や社会環境

享楽的な社会環境

健全に余暇を過す場
所や施設がない
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青
少
年
の
集
団
活
動
参
加
を
可
能
に
す

る
側
面
的
な
支
え
は
、
非
常
に
大
き
い

も
の
か
あ
る
と
い
え
ま
す
。

青
少
年
の
育
成
の
た
め
に
協
力
、
助

言
を
し
た
こ
と
が
「
あ
る
」
と
答
え
た

人
が
四
六
・
九
％
で
、
そ
の
う
ち
「
現

在
も
や
っ
て
い
る
」
が
四
五
・
三
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
四
人
に
二
人
が
協
力
、
助

言
の
実
践
経
験
者
で
あ
り
、
一
人
か
現

在
も
活
動
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
協
力
、
助
言
涌
動
を
「
し
た

こ
と
か
な
い
」
人
二
人
の
う
ち
一
人
が

「
今
後
や
っ
て
み
た
い
」
と
参
加
の
意

を
示
し
て
い
ま
す
。

自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ

年
齢
引
き
上
げ
は
詑
・
７
％

青
少
年
を
と
り
ま
く
環
境
に
つ
い
て家庭における rしつけ」の状況

1 2 3 4

は
、
自
動
販
売
機
を
「
法
律
や
条
例
な
も
積
極
的
で
あ
る
と
い
う
結
果
が
で
て

ど
で
規
制
す
る
」
と
い
う
考
え
方
が
総
い
ま
す
。

数
で
三
二
・
八
％
を
占
め
、
自
動
車
．
さ
ら
に
喫
煙
に
つ
い
て
「
そ
の
中
学

オ
ー
ト
罰
ハ
イ
に
つ
い
て
「
免
許
年
齢
を
生
や
高
校
生
に
注
意
し
て
や
る
」
が
三

引
き
上
げ
る
」
は
、
三
六
・
七
％
の
比
八
・
四
％
と
高
く
、
市
民
の
積
極
的
な

率
を
占
め
、
と
く
に
「
安
易
に
買
っ
て
一
面
が
の
ぞ
か
れ
て
い
ま
す
。

や
る
親
の
姿
勢
を
あ
ら
た
め
る
」
は
、

健
全
育
成
の
提
言
で
は
家

二
１
歳
代
の
比
率
が
高
く
、
簡
単
に
子

の
要
求
を
受
け
入
れ
て
買
い
あ
た
え
る
庭
・
学
校
・
社
教
一
体
で

こ
と
に
対
す
る
き
び
し
い
反
省
の
あ
ら
「
青
少
年
の
健
全
育
成
と
地
域
活
動

わ
れ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
に
つ
い
て
の
提
言
」
で
は
、
「
き
び
し

中
学
・
高
校
生
の
盗
み
で
は
、
な
ん
い
し
つ
け
が
大
切
」
・
「
過
保
護
・
放

と
な
く
盗
る
と
い
う
「
遊
び
側
」
非
行
任
が
問
題
」
な
ど
〃
家
庭
に
関
す
る
も

と
い
う
現
象
が
指
適
さ
れ
、
「
そ
の
場
の
〃
と
、
「
市
民
全
体
参
加
の
活
動
を
」

で
注
意
し
て
や
る
」
と
い
う
積
極
的
な
。
「
地
区
ご
と
の
ス
ポ
ー
ツ
や
座
談
会

考
え
は
、
三
九
・
五
％
と
望
ま
し
い
似
を
」
な
ど
〃
社
会
生
活
に
関
す
る
も
の
〃

向
に
あ
り
、
と
く
に
男
性
が
四
六
・
五
に
つ
い
て
数
多
く
の
提
言
が
だ
さ
れ
て

％
を
示
し
、
年
齢
別
で
は
川
十
歳
代
が
い
ま
し
た
。

山
二
・
三
％
で
他
の
年
齢
層
に
比
べ
雄
「
市
や
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る

０
５
２

１
８
３

皿
向

旬庁

イ．／

9．0

総
高
緋

'11.9 49．6数
萩
山
岡
手

30．8

、

27．812.0 51．2 I

、

「世-7
1

一 ゴー

松
山

卜巴6／
一
一

、

12
ー1 十分にできている

2 あまり '一分にできていない

3 どちらともいえない

4 その他

集団活動参加についての理解(性別）
1 2

総 数 ’ 45．7 1 50250．245．7

3

ロ
4． 1

ｺｺ
-n

男
↑

〆 J･ろ

4，3

1 すすんで参加させた方がよい

2 本人の意志にまかせる

3 参加させる必要はない、他

自動車・オートバイの対策（地区別）
1 2 34 5 6

u｜総
高
秋
松
山

数

０
９
２
７

３
２
１
２

要
望
」
で
は
、
「
青
少
年
に
夢
や
希
望
を

与
え
る
事
業
」
「
ス
ポ
ー
ヅ
・
レ
ク
リ

Ｔ
－
ｌ
シ
ョ
ン
な
ど
の
交
歓
会
」
な
ど
、

〃
社
会
教
育
の
領
域
〃
に
関
す
る
も
の

に
多
く
集
中
し
、
「
家
庭
教
育
の
充
実
」

な
ど
〃
家
庭
教
育
〃
に
関
す
る
も
の
や

「
教
師
と
生
徒
の
人
間
的
接
触
」
な
ど

の
〃
学
校
教
育
〃
に
関
す
る
も
の
も
多

く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

Ｉ
○
’
○
Ｌ
○
１

本
調
査
か
ら
、
青
少
年
健
全
育
成
は
、

目
前
の
事
件
や
問
題
を
処
理
す
る
〃
青

少
年
非
行
対
策
〃
だ
け
で
な
く
、
当
市

で
は
、
「
青
少
年
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心

と
し
て
、
家
庭
・
学
校
・
社
会
の
三
者

が
連
帯
意
識
を
持
っ
て
、
計
画
的
・
持

続
的
に
会
合
を
重
ね
、
青
少
年
の
善
行

非
行
に
も
、
三
者
が
一
歩
調
を
も
っ
て

気
長
に
対
処
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

／程1匂 ､吟

’ 38．1

“
三
、

秋
山
岡
手
免 免許

’ 8.7
ー

一

’
Lワワ
些■巳

年齢を引きあげる

安易に買ってやる親の姿勢をあらためる
暴走族に発展するおそれがあるから警察の取り
締りを強化する

今の時代だからしかたがない

学校・警察その他の関係機関の連携を鹸化する
その他

１
２
３

４
５
６

霞
㈱
悪

イ
ク
で
、
小
・

中
学
校
の
通
学
路
を
二
人
乗
り
で
と
ば

し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
も
し
、
事
故
で

も
起
き
た
ら
と
心
配
の
と
き
も
あ
り
ま

す
。
学
校
へ
は
乗
っ
て
い
け
な
い
ん
で

し
ょ
う
か
ら
、
ど
こ
か
に
置
い
て
あ
る

ん
で
し
よ
、
７
ね
。

免
許
年
齢
の
引
き
上
げ
は
、
賛
成
で

す
ね
。
オ
ー
ト
バ
イ
も
五
○
Ｃ
Ｃ
の
小

さ
い
も
の
な
ら
…
．
：
家
庭
の
負
担
も
軽

く
て
い
い
の
で
は
・
・
…
．
。

非
行
化
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
地
域
の

み
ん
な
の
協
力
が
必
要
で
す
ね
。

宇
野
光
興

（
》
》
》
》
』
》
高
校
』
薄
い

一
部
の
生
徒
な

ん
で
し
ょ
う
ね
。
高
校
生
会
な
ど
善
行

生
徒
も
い
る
ん
で
す
か
ら
。
ま
じ
め
な

生
徒
に
は
迷
惑
で
す
ね
。

つ
い
最
近
な
ん
で
す
が
、
》
ハ
イ
ク
に

乗
っ
た
高
校
生
が
、
小
学
生
に
お
金
を

借
し
て
く
れ
と
二
～
三
回
来
た
と
い
う

話
も
開
い
て
い
ま
す
よ
。
地
元
で
も
み

ん
な
で
協
力
し
て
注
意
し
て
い
た
よ
う

で
す
が
…
…
。
そ
の
後
は
な
か
っ
た
よ

う
で
す
け
れ
ど
。

「
愛
の
ム
チ
」
も
少
し
ぐ
ら
い
は
い

い
の
で
は
。
…
・
・
・
し
か
ら
れ
て
反
抗
す

る
よ
う
で
は
ね
．
反
省
で
き
る
す
な
お
１３

な
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
．
１

■
一

13．5 48．7 30．8

10.41 48.7 34．4

13．0 41．3 43．5

49．7 46．5

42．2
F旬F

OJ．｡

36．7 38．5 17．3 13．2

35．6

37．2 43．7

44 3 35.0 8.2

12．8

15．2 39 1 1871 , ’ 239 10.9



“
雫
》
難

幾

鞍
今
苧
牢

幸
悪
癖
墾
癖
輔

、
挑
設

期

ず

鶏

熱

鋸

1，

畿必
ミ

篭 曇

輯

鯵鰐
雛

蕊

“
驚
蒸

当
三
三
一
一
三
一
三
三
三
二
三
三
三
二
三
三
一
三
三
三
三
三
二
三
三
三
７
月
西
日
・
邪
日

る
四
十
九
年
、
市
政

２
日
間
の
ま
つ
り

記
念
し
て
作
成
さ
れ

み
ん
な
で
盛
り
あ
げ
よ
う
都
は
る
み
さ
ん
に
上

る
四
十
九
年
、
市
政

へ
こ
こ
は
ソ
レ
高
萩

太
平
洋
に
：
…
．

こ
の
「
高
萩
市
民
ば
や
し
」
は
、
さ

７
月
の
〃
市
民
ま
つ
り
〃
に
三
臺
言
三
三
三
三
言

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

へ
）

施
行
二
十
周
年
を

記
念
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
歌
手

都
は
る
み
さ
ん
に
よ
っ
て
吹
き
込
ま
れ

ま
し
た
。

「
高
萩
市
民
ば
や
し
」
の
お
ど
り
は

こ
の
年
の
七
月
二
十
日
・
二
十
一
日
に

開
催
さ
れ
た
第
四
回
高
萩
市
民
ま
つ
り

に
行
わ
れ
た
の
が
最
初
で
、
今
年
で
七

年
目
を
迎
え
ま
す
。

高
萩
市
民
ま
つ
り
も
二
日
間
、
各
町

内
や
地
域
ご
と
に
ダ
シ
や
こ
ど
も
ミ
コ

シ
な
ど
が
町
内
を
ね
り
あ
る
き
、
市
民

あ
げ
て
の
ま
つ
り
に
定
着
し
て
き
た
よ

、
７
で
羊
９
．

今
年
も
「
市
民
ぱ
や
し
Ｌ
の
流
し
お

ど
り
が
駅
前
通
り
を
中
心
に
行
わ
れ
ま

す
。

「
市
民
ば
や
し
」
の
流
し
お
ど
り
は

七
月
二
十
五
日
の
午
後
六
時
三
十
分
鼓

笛
隊
の
パ
レ
ー
ド
の
あ
と
、
同
七
時
五

分
か
ら
駅
前
通
り
で
流
し
お
ど
り
が
開

始
さ
れ
、
同
九
時
終
了
と
な
り
ま
す
。

お
ど
り
は
簡
単
で
す
か
ら
、
ど
な
た

に
て
も
す
ぐ
で
き
ま
す
。
服
装
な
ど
は

ふ
だ
ん
着
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
す
。

流
し
お
ど
り
は

今
年
も
駅
前
で 「

高
萩
市
民
ま
つ
り
」

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
お
ど
り
の
列
に
入

っ
て
「
高
萩
市
民
ば
や
し
」
を
楽
し
み

士
十
手
１
１
」
Ｉ
ｒ
Ｊ
、
《
Ｉ
ノ
ゥ

お
ど
り
を

お
し
え
ま
す

「
高
萩
市
民
ば
や
し
」
の
お
ど
り
の

講
習
を
受
け
た
い
各
種
の
団
体
や
グ
ル

ー
プ
（
十
人
以
上
）
に
は
、
講
師
を
派

遣
し
ま
す
の
で
、
日
時
や
場
所
を
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
は
、
市
役
所
商
工
課
（
盃
⑤
二

二
一
内
線
二
五
九
）
へ
ど
う
ぞ
。

７
月
西
日
は

交
通
の
規
制

二
十
五
日
は
、
「
市
民
ば
や
し
」
流

し
お
ど
り
の
た
め
、
交
通
規
制
（
上
図

参
照
）
が
あ
り
ま
す
。
交
通
規
制
（
雨

天
順
延
）
は
、
午
後
六
時
か
ら
午
後
九

時
三
十
分
ま
で
、
車
の
進
入
や
駐
車
か

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
マ
イ
カ
ー
な
ど

ご
利
用
の
方
は
、
当
日
の
交
通
規
制
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
二
十
五
日
と
二
十
六
日
の
二

日
間
は
、
各
町
内
な
ど
で
、
こ
ど
も
ミ

コ
シ
や
ダ
シ
な
ど
も
ね
り
あ
る
き
ま
す

の
で
、
自
動
車
を
運
転
す
る
方
は
と
く

に
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
）

l l l II l l I l IⅡII l I l l l I Ⅱ1 1 I ll lI l I I I I l l ll lⅡ|IF

日帰りの市民号へどうぞ

館林の茂林寺と分福〆、ルスセンターヘー

上州の民謡と踊りも／

今年の市民号は、 12回を迎え節林の茂林寺と分福へルスセンターにきまりました。ふる

ってご参加ください。

○と き ： 11J115日(| |)日帰り ○ところ：群馬県館林市

？時35分発 9時50毒署 I6蔀雰琴彊硴誘暑湿b藤辱
○コース 高 萩’ 1 ｜ ■囮'｣、

高 萩。■ ’ 1■ 1 1 1小 山

18時10分着 15時00分着

○募集人員 470名（先着111貞とします） 15時40分発

○費用おとな6,000円ことゞも4，700 （昼食付）

ﾉ･ぐス

二)申し込みと受け付け 9月1日から市民相談室の窓口受け付けに費用を添えて直接お申

し込みくだきい･

(4)



7月1日側

市役所の人事異動 ＊
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
↑
：
・
・
・

受
賞
お
め
で
と
う

．
・
・
・
・
・
・
・
：
．
・
・
・
：
・
・
：
・
・
：
。
◆
・
“
＊

進
協
議
会
の
理
事
と
な
り
十
六
年
間
の

環
境
の
美
化
に
功
績
永
き
に
わ
た
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
．

蕊
花
園
教
之
さ
ん
（
七
十
五
歳
）
１
本
受
け
た
明
野
中
や
事
業
所
な
ど
で
は
、

町
一
の
七
五
Ｉ
は
、
地
域
喋
境
の
美
化
大
臣
賞
も
受
け
て
い
る
。

功
績
者
と
し
て
環
境
庁
長
官
か
ら
表
彰
四
十
八
年
に
は
、
第
一
回
花
と
ほ
う

さ
れ
ま
し
た
。
き
の
環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
委
員

花
園
さ
ん
は
、
大
正
卜
五
年
三
月
か
長
と
な
り
、
県
内
全
域
の
審
査
、
指
導

ら
松
岡
小
学
校
の
訓
導
と
な
り
、
以
後
に
あ
た
り
、
四
十
九
年
の
国
体
を
目
標

小
・
中
学
校
長
を
繩
て
、
昭
和
四
十
一
に
十
年
前
か
ら
美
化
連
動
の
趾
川
を
進

年
ま
で
四
十
年
余
教
育
に
尽
力
さ
れ
、
め
て
き
た
。
と
く
に
、
他
県
、
市
町
村

四
十
一
年
退
職
後
、
茨
城
県
社
会
教
育
の
境
界
美
化
運
動
を
取
り
あ
げ
、
こ
の

課
に
新
生
活
運
動
の
専
任
委
嘱
と
し
て
連
動
は
、
現
在
も
各
市
町
村
で
続
け
ら

二
年
間
勤
め
、
さ
ら
に
新
生
活
連
動
推
れ
て
い
る
。

【部長】▽市長公室参事＝矢吹Ⅱ典（住宅公社常務

理事）▽民生部長＝伸長啓二(教育委員会教育次長）

▽議会事務局長＝佐l l l好和（市長公室参事）▽教育

委員会教育次長兼学務課長＝矢代]1"(総務部財政

課長）

【課長】▽建設部ﾄｰ水道課長兼業務係長＝佐ll l庄一

（水道課長）▽水道課長＝金沢勲（教育委員会庶

務課長）▽教育委員会庶務課長＝大高智衛（建設部

下水道課長）▽住宅公社常務理事（副参事）＝豊田

利晴（建設部建設課副参事）

【課長補佐】▽民生部衛生課長補佐兼環境衛生係長

＝今僑昌雄（建設部都市計画課長||j佐）▽建設部都

市計画課長捕佐兼庶務計画係長＝黒沢良清（民生部

衛生課長補佐）

【係長】▽総務部税務課管理徴収係長＝豊田雅光

（民生部市民課管理係長）▽民生部市民課管理係長

＝大森滋久（総務部財政課主任）▽民生部福祉事務

所庶務係長＝野'1'嘉明（高・十事務糸Ⅱ合職員係長）

▽建設部建設課管理係長＝豊田信二（総務部税務課

管理徴収係長）▽教育委員会庶務課II務係長＝落合

洋子（会計課出納係長）▽教育委員会中央公民館係

長＝三浦正雄（民生部衛生課主任）

【事務組合】▽高栽市・ -l一王町事務f|1合消防長＝打

田冨吉（民生部長）▽高萩・北茨城食|句センターlﾘi

長＝松本 ｜{召 （住宅公社用地係長）▽高萩'1｣ . '一王

町事務組合職員係長＝矢代光子（敬育委員会庶務課

庶務係長）

【昇格】▽市長公室秘書課長兼秘書係長＝芳賀博行

（同課長心得）▽総務部財政課長兼財政係長＝高僑

一也（同課長補1ね▽総務部財政課i',ill参宰兼検査貝

＝田中茂美（lh1課技佐）▽建設部l!川参事＝大高渉

（同課技佐）▽建設部建設課扁|｣参事兼建築係長＝武

藤守男（同課技佐）▽経済部農林課,刑参事＝神代芙

男（同課技佐）▽議会事務局次長（副参事）兼庶務

訓査係長＝椛原友寿（ |司次長）▽牧育委員会社会教

育課副参事兼社会教育係長＝高好ﾉJ信(同課長衲佐）

▽'言|丁長公室企Ⅲ|ｻﾄ1発課長補佐兼企l1l 'i係長＝下山I1I正

弘（同係長）▽総務部財政課長補佐兼管財係長＝藤

田泰洽（同係長）▽水道課技佐兼工務係長兼給水係

長＝星幸一（ |司係長）▽住宅公社技佐兼業務係長

＝渡辺真（同係長）▽市長公室企Iu開発課開発係

長＝鈴木勝-( | !il主任）▽建設部姓孜課土木係長＝

櫛田勝敏（ |可主任）▽会計画出納係長＝大高一唯

（同主幹） （係長以上）

ー

さ
ら
に
、
四
十
九
年
に
は
、
公
害
対

策
審
議
会
長
と
な
り
環
境
公
害
問
題
に

も
取
り
く
ま
れ
た
。

当
市
で
は
、
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

副
会
長
と
し
て
、
現
在
も
活
雌
さ
れ
て

い
ス
弔体

を
克
服
し
自
立
更
生

鵜
殿

風
祭
大
正
さ
ん
（
六
十
八
歳
）
ｌ
有

明
町
二
の
九
二
Ｉ
は
、
障
害
を
兇
服
し

自
立
更
生
さ
れ
た
と
し
て
厚
生
大
臣
か

ら
表
孵
さ
れ
ま
し
た
。

瓜
祭
さ
ん
は
、
大
正
九
年
七
月
（
当

時
小
学
二
年
）
の
と
き
、
打
炭
運
搬
車

に
乗
り
遊
ん
で
い
る
う
ち
転
倒
し
、
車

輪
に
巻
き
込
ま
れ
右
大
腿
付
を
骨
折
、

機
能
障
害
と
な
り
、
不
自
由
な
身
で
あ

り
な
が
ら
、
昭
和
十
三
年
三
月
市
内
の

安
良
川
に
菓
子
製
造
販
売
店
を
経
営
、

十
六
年
に
は
、
徴
用
と
し
て
軍
事
工
場

に
か
り
Ⅲ
さ
れ
、
終
戦
後
の
昭
和
二
十

一
年
Ｗ
び
典
子
販
売
店
を
計
凹
し
た
が
、

物
価
の
変
動
な
ど
苦
し
い
生
柄
の
中
て

家
族
を
養
う
た
め
、
い
わ
き
市
や
多
賀

方
面
へ
露
天
商
に
で
た
り
苦
労
が
続
き

昭
和
二
十
九
年
に
は
、
現
在
地
に
店
を

経
営
し
た
。
さ
ら
に
、
四
十
五
年
に
は

支
店
を
出
す
な
ど
川
立
更
生
の
道
を
あ

ゆ
み
努
力
を
続
け
た
。

現
在
は
、
市
の
身
体
障
害
者
福
祉
協

議
会
の
理
事
、
監
査
貝
と
し
て
’
五

年
の
、
水
き
に
わ
た
り
会
員
の
桁
導
と
育

成
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
地
域
で
は
納
税
組
合
を
発

足
し
、
納
税
貯
蓄
組
合
長
と
し
て
水
年

に
わ
た
り
貢
献
し
、
他
の
棋
範
と
し
て

信
加
さ
れ
尊
敬
さ
れ
て
い
る
。

ー

市民あげて暴走族を追放しよう.／

夏の交通安全運動期司7 1 120｢I (川から81131｢I (l i) 暴走四輪車の例暴走二輪車の例

運動の菫点’ 1 夏休み中の子供の事故防止

1 過労運転、欲hIM運転、速度違反

等の無謀運転の防止

1 暴走族の追放

‘ゆっくり走ってみませんか／”

弐万W

I 雑雌峡のステ",カー等

iつきガラスにTるfる 罐大きくする ′÷j､当〈；曲

(5)
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一

Z一
六
拝
応
碓
討
幟
子
窪
齢
一
一
一
鐸
ド

ム
し
か
な
い
ん
で
す
よ
。
相
手

錘耗癖一聡翻磯唖翠鯵鐘雲一室員華

わに ｜ 紀てをは
ら所の宮雄て通り

今ノ萬現島へいじあ
年 。役さ三きてい
の地とん十たまが
五元しは雌いじあ

旦協緬諏拶
十め烏在↑語人ス

孟劃輔獣
一一一

地
域
の
ス
ボ

ッ
カ
ー
ベ
ナ
Ｉ

！鞍
団
員
は
、
小
学
生
三
年
か
ら

「
子
ど
も
が
好
き
で
す
か
ら

伽

lャ

J』

蓉鄙轄興雲難群

八神純子サマーコンサート

7月19日旧） 午後3時
○入場料－3，000円（全振走席）

○曲 目一「アイム・ア・ウ マン」

「みずいるの雨 「ノざ一う．ノレタウ

ン 「ミスターフ､ ノし－」ほか

岬

ヅ
少
年
団
の
サ

ム
を
結
成
さ
せ
た
。

少年サッカーを育てた

宮島紀雄さん
:＃

識，
鐸

三
＝

三

三
＝

＝

松竹大歌舞伎特別公演

7月21日（火） 午後1時
○入場米:|･＝A席は売り切れ

B席2，5001 ' 」 立見1，0001 '」

○主な,' ' 1が〔者一屋 '二松緑・中村 雀右伸】：

’ 1 1] ‐7' 11ﾙj〔|崎ｷ崔十凶M・ 1 1｣.川左、次ほか

○演目一胸の葉・おH兄畔口上・曽我

橘侠惨'1所染･太刀盗人

現
在
、
市
内
に
は
十
八
の
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
が
登
録
さ
れ
、
加
盟
し
て
い
ま

す
。

登
録
さ
れ
て
い
る
団
員
は
、
男
子
山

六
○
名
、
女
子
二
川
名
の
計
Ⅲ
八
四
洞

で
、
指
導
者
は
男
一
三
四
名
、
女
五
名

み
ん
な
で
育
て
よ
う

ス
ポ
ー
ツ
少

＝

タビオラ少年少女合I昌団

8月1日(土） 午後6時
○入場料一A席2，000円 自由席1，000

円

○フ･ロブィールー森とilliハに力、こまれた

大' '1然の国フィンランドの歌う天

仙として、 1971年BBC放送土惟

「 世界アマチュア合''ハコンク ル」

青少年合唱部門で世界第1位／実

力合唱団

（
》

▲島名上･萩ヶ丘選抜野球チーム

年の
一
三
九
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
五
十
三

年
四
月
一
日
に
登
録
制
と
な
り
、
ス
ポ

ー
ツ
少
年
川
の
普
及
と
育
成
、
そ
し
て

ス
ポ
ー
ヅ
活
動
の
活
発
化
を
は
か
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
青
少
年
の
ス
ポ
ー

団
の
活
動

鍔

▲練習にはげむ相撲チーム

ヅ
を
眼
興
し
心
身
の
健
全
な
育
成
を
ね

ら
い
と
し
た
規
程
が
も
う
け
ら
れ
て
い

ま
す
。指

導
者
の
み
な
さ
ん
は
、
ほ
と
ん
ど

の
方
が
師
日
の
仕
事
の
あ
い
間
を
み
て

指
導
し
て
い
ま
す
。

本
部
長
の
小
田
木
真
一
さ
ん
は
「
青

少
年
の
健
全
育
成
に
つ
な
か
る
と
い
う

大
き
な
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。
野
球
チ

ー
ム
な
ど
は
入
団
希
望
肴
が
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
よ
。
健
康
づ
く
り
に
は
お 加

プレイガイドー仲屋詳店、田所書店、

タク1~楽器（磯原駅前） よしのや

（川尻,駅前） 、文化会館

入場券予約・問い合せ一文化会館

TEL O2932(3)7411

（
ｒ
｝

体力テストをしませんか

体力テストや相言炎会を行っています。

みなさんの日常生活の』,に本となる体力

を調べ、 その現斗犬をみつけ、 とくに優

れた点や劣った点を見,! ' }すために体力

テストを行っています。

テスl、の結果によっては、体力年齢

を害|｣り出し、ご希望によっては、今後

の連動処ﾉ了の相談にも応じます。

対象者は、 30歳以_'二の団体・ 10歳か

ら29歳のI ､)1体で、 ｜町内会・手業所・そ

の他のu1体で30名以上の参加ある場合

に行います。どなたもふるってご参加

ください。

準ｲ浦は、市民体育館辨務局で調整い

たします。問い合わせは市民体育館

③2552へと、うぞ。

と
な
も
子
ど
も
も
ス
ポ
ー
ツ
が
最
適
で

お
す
ね
。
そ
れ
に
、
地
域
の
和
も
広
が
り

ま
す
か
ら
Ｊ
と
ス
ポ
ー
ツ
の
必
要
性
を

話
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
野
球
（
島
名
上
・
萩
ヶ
丘
選

抜
チ
ー
ム
）
、
相
撲
（
高
萩
）
、
剣
道

ム
（
若
葉
）
、
サ
ッ
カ
ー
（
秋
山
）
な
ど

手
の
チ
ー
ム
が
県
大
会
出
場
を
は
た
し
て

一
い
ま
す
。

カ
ツ
こ
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活

封
躍
に
は
、
日
ご
ろ
の
練
習
や
指
導
者
、

少
地
域
の
み
な
さ
ん
の
協
力
が
大
き
な
成

ｕ秘
果
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

▲
み
な
さ
ん
の
地
域
で
も
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
を
結
成
し
て
み
ま
せ
ん
か

▲県大会出場の野見山さん

志賀さん

(6)
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鋤冥o一命･アジア
「
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
、
で
き
て

間
も
な
く
利
用
し
始
め
ま
し
た
。
高
校

生
会
の
と
き
の
先
輩
が
ホ
ー
ム
を
利
用

し
て
い
て
、
来
て
み
な
い
か
と
誘
わ
れ

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
」
と
語
る
小

林
文
仁
（
加
歳
）
さ
ん
。

小
林
さ
ん
は
、
今
年
四
月
か
ら
勤
労

チ
ー
ム
か
な
い
か
ら
、
学
校
の

チ
ー
ム
な
ど
と
試
合
を
し
て
い

る
ん
で
す
。
練
習
は
、
小
学
校

校
庭
や
工
業
高
校
の
グ
ラ
ン
ド

を
借
り
て
、
毎
日
月
曜
か
ら
土

曜
ま
て
午
後
四
時
か
ら
．
…
・
・
。

二
時
間
ぐ
ら
い
。
仕
事
の
関
係

も
あ
り
ま
す
か
ら
．
‐
…
空
と
い

里
「
ノ
○

今
年
は
、
さ
る
六
月
二
十
一

日
、
全
日
卒
少
年
サ
ヅ
カ
ー
県

大
会
に
出
場
、
総
和
町
チ
ー
ム

と
対
戦
し
、
惜
し
く
も
後
半
五

点
を
取
ら
れ
負
け
て
い
る
。

「
初
め
て
結
成
し
て
出
場
で

き
た
・
ん
で
す
か
ら
、
大
会
に
出

場
で
き
て
幸
せ
で
す
よ
。
他
の

チ
ー
ム
の
力
も
わ
か
り
ま
し
た

か
ら
…
：
凸
と
次
の
大
会
を
め

ざ
し
今
日
も
指
導
し
て
い
る
。
』

＃

蝋

＝

青
少
年
ホ
ー
ム
利
用
者
友
の
会
の
会
長

を
し
て
い
る
。

「
ホ
ー
ム
に
は
、
週
に
三
日
ぐ
ら
い

顔
を
出
し
て
い
ま
す
。
友
人
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
か
ら
、
ホ
ー
ム
に
遊
び
に
行

く
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。
」

「
若
い
人
に
も
っ
と
ホ
ー
ム
を
利
用

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
若
い
人
の
多
く

は
ホ
ー
ム
の
存
在
が
わ
か
ら
な
い
ん
じ

ゃ
な
い
の
か
な
。
わ
か
っ
て
い
て
も
、

楽
し
さ
が
い
っ
ぱ
い

先
輩
に
さ
そ
わ
れ
参
加

親
と
子
で
運
動
会

さ
る
六
月
七
日
、
東
小
学
校
で
親
子

体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
東
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
中
心
と

な
っ
て
、
父
兄
の
親
睦
と
体
力
づ
く
り

を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年

で
十
一
回
目
。
当
日
は
、
親
子
で
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

）

と

つ

つ

き

に

く

い
と
か
…
…
。

一
度
友
の
会
行

事
な
ど
に
参
加

し
て
も
ら
え
る

と
楽
し
さ
が
わ

か
る
と
田
い
う
ん

か
る
と
思
う
ん
で
す
が
ど

「
七
月
に
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、

八
月
は
キ
ャ
ン
プ
を
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ど

取
材
当
日
は
、
六
月
の
友
の
会
行
事

の
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
が
行
わ
れ
、
参
加

し
た
若
者
の
汗
が
さ
わ
や
か
で
し
た
。

高
萩
レ
デ
ィ
ー
ス
優
勝

五
月
十
三
日
、
笠
松
運
動
公
園
で
行

わ
れ
た
第
四
回
県
マ
マ
さ
ん
軟
式
庭
球

ク
ラ
ブ
対
抗
戦
で
、
高
萩
レ
デ
ィ
ー
ス

チ
ー
ム
（
代
表
渡
辺
貴
惠
子
さ
ん
）
が

三
部
（
中
級
の
部
）
Ｂ
ク
ラ
ス
で
優
勝

し
ま
し
た
。

菫
患､凸 啓二15 脾エ茜 =＝

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
奉
仕
団

六
月
七
日
、
日
本
赤
十
字
茨
城
県
支

部
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
奉
仕
団
の
高
萩
地

区
分
団
（
分
団
長
滝
昌
弘
さ
ん
）
結

団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

こ
の
団
体
は
、
非
常
無
線
通
信
な
ど

に
よ
る
社
会
奉
仕
や
公
共
の
福
祉
の
増

進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

やったあ／記念大会に優勝

県北身障者スポーツ大会で初優勝

さる、 5月31日、 日立Tli池の川連動公園陸上競

技場で、国際障害者年を記念して、 リIL北地区身体

障害者スポー､ソ大会が行われました。

この大会は4体の不脚由な方の友愛と親睦を深

め、体力の増強と機能の回復をねらいとして、毎

年行っているもので、今年で11年Ll ｡

9市町村から、選手286名が出場し、技を競い

合い、高萩市チームがみごと、今年の記念大会に

優勝しました。

蕊蕊瀞蕊篭蕊蕊鍵蕊

：
２
ｉ

＝

空
カ
ン
車
に
５
台
分

さ
る
六
月
七
日
、
６
号
国
道
沿
線
の

空
カ
ン
回
収
を
し
ま
し
た
。

こ
の
回
収
作
業
に
は
、
高
校
生
会
や

各
種
団
体
な
ど
三
○
○
人
が
参
加
。

花
貰
川
か
ら
赤
浜
ま
で
の
空
カ
ン
や

ゴ
ミ
は
、
２
ト
ン
車
５
台
分
で
し
た
。

蕊

錨

鷺蕊
§

酷 E騨砂

鱗
,蕊溌

蕊

(7)
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弓

あ
な
た
の
医
療
費
は
、
ど
の
く
ら
い
あ
な
た
の
家
庭
で
支
払
っ
た
三
割
額
で

か
か
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

。

す

。

高
萩
市
の
国
民
健
康
保
険
で
は
、
さ
医
療
費
は
、
毎
年
増
え
続
け
て
い
ま

る
二
月
の
市
報
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
す
。
こ
れ
は
、
医
療
技
術
の
進
歩
と
新

り
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
病
気
や
、
ら
し
い
医
療
機
械
の
普
及
が
大
き
な
原

ケ
ガ
で
か
か
っ
た
医
療
費
に
つ
い
て
、
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
六

一
年
分
（
昨
年
四
月
か
ら
本
年
三
月
分
月
か
ら
平
均
八
・
一
％
の
医
療
費
が
引

ま
で
）
を
ま
と
め
て
各
世
帯
主
あ
て
に
き
上
げ
ら
れ
る
な
ど
今
後
も
ど
ん
ど
ん

七
月
中
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
・
内
容
は
、
贈
え
続
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
医
療
櫛
で
、
そ
し
て
医
療
費
が
増
え
れ
ば
そ
れ
だ
け

そ
の
う
ち
保
険
で
負
担
し
た
七
割
額
と
、
た
く
さ
ん
の
保
険
税
を
み
ん
な
で
出
し

弔
い
皇
帝
Ｌ
Ｌ
一
雨
〃
小
山
三
和
１
と
一
雨
‘
叩
山
産
一
刑
咄

Ｌ
二
Ｔ
川
ｒ
』
－
７
・
Ｉ

聖
二
甲
‐
１
山
二
巾
咄
と
馬
Ｌ
」
予
叩
Ⅲ
と
一
叩
叫
Ⅱ
Ｌ
二
Ｔ
１

肌
凸
三
．

肌
三
『
し
心
‐
Ｌ
二
「
山
』
一
［
１
１

Ｌ

宗

Ⅲ

“

些

司

‐

１

山

二

弔

咄

Ｌ

－

７

ｒ

三

７

ド

堂

号

叶

と

三

唱

俶
三
印
“
加
当
別
叩
山
一
［
巾
‐
１
山

障
害
科
と
は
、
病
気
や
事
故
あ
る
い

は
老
齢
化
な
ど
の
た
め
に
身
体
的
・
精

神
的
な
機
能
が
損
な
わ
れ
、
自
分
自
身

で
は
通
常
の
個
人
生
活
や
社
会
生
活
を

完
全
に
、
ま
た
は
部
分
的
に
行
え
な
い

人
を
い
い
ま
す
。

そ
う
い
『
７
意
味
で
は
、
わ
た
し
た
ち

の
だ
れ
も
が
障
害
者
に
な
る
可
能
性
を

も
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

障
害
者
は
決
し
て
「
だ
れ
か
他
の
人
」

で
は
な
く
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
身
近
な
問
題
な
の
で
す
。

同
時
に
障
害
と
い
う
問
題
は
、
そ
の しー

あ
な
た
の
医
療
は

ど
の
く
ら
い
か
ご
存
じ
で
す
か
？

障
害
者
と
と
も
に
⑤
一

Ｉ
Ｉ
Ｊ

人
自
身
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
障
害
者

仙
人
と
そ
の
社
会
環
境
と
の
関
係
か
ら

生
ま
れ
る
ｌ
と
い
う
考
え
方
に
立
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。

た
と
え
ば
、
障
害
を
も
っ
て
い
る
た

め
に
日
常
生
活
に
さ
し
さ
わ
り
の
あ
る

人
も
、
十
分
に
幣
州
さ
れ
た
礼
会
環
境

の
中
で
不
自
由
さ
の
な
い
社
会
生
涌
が

で
き
る
と
し
た
ら
、
そ
の
人
は
必
ず
し

も
「
社
会
的
な
障
害
者
一
と
は
い
え
な

社
会
的
な
障
害
者

障
害
者
へ
の

理
解
を

深
め
よ
う

長一弓

（
》

その⑥

合
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
健
康
体

で
あ
る
こ
と
は
何
に
も
増
し
て
最
高
の

幸
せ
で
す
。
皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た

心
が
け
が
皆
さ
ん
の
家
計
を
助
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
お
知
ら
せ
し
た
医
療

鷲
を
こ
れ
か
ら
の
参
考
に
し
て
い
た
だ

き
お
互
い
に
健
康
な
毎
日
を
快
適
に
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
こ
の
通
知

は
、
今
後
も
引
き
続
き
伽
年
行
う
予
定

で
す
。Ｉ

Ｏ

○

Ｏ
Ｉ

「
ち
ょ
っ
と
し
た
、
心
が
け
か
ら

健
康
家
族
一

７

１
．
當
一
１
Ⅲ
１
山
莞
１
Ⅲ
１
Ｌ
二
１
川
Ⅲ
Ｌ
三

叩
．
。

二
『

」
二
１
山
川
Ｌ
孟
司
ｊ
叩
山
一
弓
拙
叩
Ｌ
ご
軍

Ⅱ
，
Ｌ
ご
弓

三

前

Ⅱ

二

壼

司

二

二

Ｌ

二

弓

Ｌ
一

い
か
ら
で
す
。

つ
ま
り
、
障
害
を
も
つ
人
が
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
社
会
蝿
境
が
ま
だ
十
分

に
整
っ
て
い
な
い
と
い
、
う
こ
と
に
な
り

斗
十
季
１
１
）
ｌ
ｒ
手
、
ヘ
ノ
Ｏ

社
会
施
設
な
ど
を
障
害
を
も
つ
人
に

と
っ
て
利
用
し
や
す
く
す
る

わ
た

し
た
ち
み
ん
な
が
「
障
害
」
と
い
う
こ

と
券
意
識
し
な
い
社
会
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
が
、
国
際
障
害
者
年
の
大
き
な

目
的
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
わ
た
し
た
ち
一
人

ひ
と
り
か
障
害
者
問
題
を
自
分
自
身
の

問
題
と
し
て
理
解
し
、
幅
広
い
社
会
的

な
連
怖
意
識
を
も
っ
て
解
決
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

次
回
は
、
障
害
者
問
題
へ
の
理
解
を

よ
り
一
層
深
め
る
た
め
に
、
主
な
シ
ン

ボ
ル
マ

ク
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

シ
リ
韮
ズ
国
保

お
も
し
ろ
い
カ
イ
ヅ
ブ

州
リ
の
映
画
を
見
せ
て
く
れ
た
。

州
六
月
五
日
に
は
、
各
学
年
に
一
台
づ

州
つ
望
遠
き
ょ
う
を
も
っ
て
来
て
く
れ
た
。

恥
望
遠
き
ょ
う
を
も
っ
て
、
上
君
川
方

州
面
へ
野
鳥
を
見
に
行
っ
た
。

柳
モ
ズ
、
ツ
バ
メ
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、
カ
ル

恥
カ
モ
な
ど
、
十
一
種
も
の
野
鳥
を
見
た
。

ｗ
め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
と
い
う
カ
ツ

州
コ
ウ
ま
で
も
見
る
こ
と
が
出
来
た
。
う

押
す
灰
色
の
よ
う
な
体
で
、
お
な
か
の
あ

帆
た
り
に
、
黒
で
柚
に
し
ま
が
あ
っ
た
。

伽
い
つ
も
は
、
烏
が
い
る
な
あ
と
、
遠

柳
く
か
ら
し
か
見
た
こ
と
か
な
か
っ
た
け

恥
ど
、
今
日
は
、
目
の
前
で
手
に
と
る
よ

ｗ
う
に
、
鳥
の
様
子
が
よ
く
わ
か
っ
た
。

州
何
椰
類
か
の
野
鳥
を
、
望
遠
き
ょ
う

州
で
よ
く
見
た
け
ど
、
ま
だ
ま
だ
、
何
と

⑫君
田
を
野
烏
の
天
国
に

｛
）

君
田
小
六
年
鈴
木
友
惠

わ
た
し
た
ち
は
、
月
い
う
鳥
だ
か
わ
か
ら
な
い
キ
ジ
バ
ト
“

一
回
、
金
曜
日
の
「
杉
ヅ
、
ハ
メ
、
ス
ズ
メ
、
カ
ラ
ス
と
、
こ
れ
州

の
子
タ
イ
ム
」
の
時
に
、
く
ら
い
し
か
わ
か
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
聴

肝
烏
に
つ
い
て
い
る
い
す
ば
こ
を
作
っ
た
り
、
野
鳥
の
観
察
を
州

ろ
と
学
ぶ
こ
と
に
な
り
し
な
が
ら
、
野
鳥
に
や
さ
し
い
気
持
を
州

ま
し
た
。
も
っ
て
、
少
し
で
も
多
く
の
烏
を
お
ほ
岬

五
月
二
十
二
日
「
高
え
よ
う
と
思
っ
た
。

萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
わ
た
し
た
ち
が
住
ん
で
い
る
君
田
の
恥

の
会
」
の
人
達
が
来
て
、
野
鳥
を
お
ほ
え
た
ら
、
野
鳥
と
友
達
に
》
》

叫
烏
の
ス
ラ
イ
ド
や
、
な
り
、
あ
の
さ
え
ず
り
が
わ
た
し
た
ち
坐

お
も
し
ろ
い
カ
イ
ヅ
ブ
に
は
、
何
と
い
っ
て
い
る
の
か
わ
か
る
ｗ
》

せ
て
く
れ
た
。
よ
↑
７
に
な
る
で
し
ょ
う
。

は
、
各
学
年
に
一
台
づ
わ
た
し
は
、
い
つ
ま
で
も
、
君
田
が
》
岬

を
も
っ
て
来
て
く
れ
た
。
野
鳥
の
天
川
で
あ
る
よ
う
に
し
た
い
と
》
》

を
も
っ
て
、
上
君
川
方
思
い
ま
す
。

に
行
っ
た
。
（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）
》

’

膨
目
妖
小
か
勇
ら
学
雪

カ
ッ
コ
ウ
一
硅
覗
獄
詔
、
下
君
田

》寸、
vゴー動

⑧
１

旱△

・
▽
弓

Ｉ

壹

号

三

匹

■

】
正

王

工

■

Ｒ

写

・
芦△

“
■
エ
エ

昌

■
３
唾

一
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第
三
十
一
回
〃
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
″
が
七
月
一
日
か
ら
一
か
月
間
、

法
務
省
の
主
唱
に
よ
り
全
田
で
行
わ
れ

ま
す
。こ

の
運
動
は
、
犯
罪
の
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
、
国

民
す
べ
て
が
力
を
合
わ
せ
、
明
る
い
社

会
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

坐
《

と
く
に
夏
休
み
は
、
学
校
生
活
か
ら

解
放
さ
れ
て
、
非
行
へ
の
芽
生
え
が
始

ま
る
季
節
で
す
。

な
か
で
も
女
子
の
非
行
が
急
増
し
て

お
り
、
増
加
率
で
は
男
子
の
ほ
ぼ
二
倍

史
帳
一
ゞ

ロ
言６５２

や 、

去

鐸
み
、
く
過
ｊ

屋
蓉
碓
語

ま

１

ユ

ヵ
画
Ⅱ
Ｖ
か
、
趣
ぼ

た
、

報

も

市

守
膨
卜
㈹
赤

日６月
「
妙
法
寺
過
去
帳
」
に
姿
を
見
せ
る

７年
中
世
の
職
人
は
、
そ
の
一
部
に
す
ぎ
な

６脂
い
。
村
落
に
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
職
人

末昭
が
活
躍
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ

で
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
に
久
方

☆
蘭
渓
が
ま
と
め
、
そ
の
後
代
々
の
郡
奉

行
が
増
補
し
た
「
松
岡
郡
鑑
」
か
ら
職

人
を
ひ
ろ
っ
て
み
よ
う
。

）
』

夏
休
み
中
の
非
行
を
防
ご
う

７
月
１
日
か
ら
〃
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〃

と
い
う
高
い
数
字
を
示
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
年
の
運
動
の
重
点
目
標
は
、

「
住
民
の
連
帯
に
よ
る
青
少
年
の
非
行
防

止
と
更
生
の
援
助
」
に
置
か
れ
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
青
年
団
な
ど
の
地
域
の
人

び
と
を
主
体
と
す
る
活
動
を
組
織
的
に

行
い
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
み

ん
な
の
力
で
築
き
た
い
も
の
で
す
。

Ｉ
‐
７
月
旧
日
は
！
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ

ｒ
１
勤
労
青
少
年
の
日
：
！
‐

全
国
で
六
百
七
十
五
万
人
’
い
ま

十
五
歳
か
ら
二
十
四
歳
の
芳
者
十
人
の

亦
浜
大
工
三
人
、
木
挽
三
人
、
紺

屋
一
人

上
手
綱
木
挽
六
人
、
柚
屋
門
人
、

塗
物
師
一
人
、
仕
立
屋
一
人
、
紺
屋

二
人

下
‐
手
綱
大
工
八
人
、
木
挽
八
人
、

「七十一番歌合」に

みえる桧物師

う
ち
四
人
が
、
何
ら
か
の
仕
事
に
つ
き

働
い
て
い
ま
す
。

七
月
十
八
日
（
土
）
は
、

こ
う
し
た

働
く
若
者
た
ち
の
日
、

「
勤
労
冑
少
年

の
Ⅱ
」
で
す
。
こ
れ
は
、
昭
祁
Ⅲ
’
五

年
に
制
定
さ
れ
た
勤
労
青
少
年
補
祉
法

、
「
勤
労
青
少
年
の
日
は
、
七
月
の
第

三
土
曜
日
と
す
る
」
と
い
う
規
定
に
基

づ
く
も
の
で
、
働
く
青
少
年
の
職
業
人

と
し
て
の
自
覚
を
商
め
、
川
ら
進
ん
で

成
長
し
よ
う
と
い
う
意
欲
を
育
て
る
た

め
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
勤
労
青
少
年
の
日
」
に
は
、

働
く
青
少
年
の
福
祉
施
設
と
し
て
開
設

以
来
三
年
を
迎
え
た
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
で
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、
楽
し
く
気
軽
に
余
暇
活

動
が
で
き
る
行
事
な
ど
も
予
定
し
て
い

ま
す
。

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

一

三

三

三

三

一

三

三

三

一

三

一

三

三

三

三

一

三

三

三

三

三

三

三

一

一

Ｆ

柵
屋
一
人
、
紺
屋
八
人

高
戸
大
工
二
人
、
舟
大
工
一
人
、
Ⅱ

鍛
冶
一
人
、
木
挽
二
人
、
桶
屋
十
三
Ⅲ

人高
萩
大
工
一
人
、
木
挽
五
人
、
衲
川

屋
三
人
、
指
物
屋
一
人
、
鍛
冶
一
人
川

安
良
川
大
工
一
人
、
桶
屋
三
人
、
‐

鍛
冶
二
人
、
紺
屋
一
人

胤
椚
大
工
一
人
、
木
挽
一
人

秋
山
大
工
二
人
、
木
挽
一
人
、
桶
川

屋
一
人

大
能
木
挽
三
人

川

上
君
田
大
工
一
人
、
木
挽
二
人

萱
手
一
人
、
鍛
冶
一
人

下
君
田
鍛
冶
一
人

ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｆ
ｉ
…
ｆ
ｌ
Ｉ
…
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
製

》
水

一二

《
毎
年
、
七
月
を
迎
え
る
と
、
子
供
▽
家
の
近
く
に
危
険
筒
所
が
あ
る
場
《

毒
の
水
の
事
故
が
塒
え
は
じ
め
、
夏
休
へ
ｎ
は
、
早
急
に
処
置
し
ま
‐
』
よ
う
．
一

通

瀞
鮮
悪
謹
韓
蕊
蕊
差

一
も
多
い
時
期
で
す
。
▽
海
水
浴
な
ど
に
行
っ
た
と
き
は
、
》

轌
水
の
事
故
か
ら
尊
い
生
命
を
守
る
子
供
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
‐
堯

一
た
め
に
次
の
点
に
十
分
気
を
つ
け
ま
ま
し
よ
う
。

》

》

…
…

若
人
の
広
場
、
親
し
ま
れ
る
勤
労
青
少
射
済
票
を
持
参
す
る
こ
と

年
ホ
ー
ム
づ
く
り
に
ま
い
進
し
て
い
ま
術
は
、
麻
袋
な
ど
に
入
れ
袋
の
口
を

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
厳
重
に
し
ば
っ
て
持
参
す
る
こ
と

○
回
収
場
所
の
引
き
取
り
時
間
を
お
知

不
用
の
イ
ヌ
・
ネ
コ

ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
回
収
日
前
日

弓
き
と
り
ま
す

ま
で
に
市
役
所
衛
生
課
（
丑
③
２
１
１

○
対
象
動
物
不
用
に
な
っ
た
犬
、
猫
１
内
線
２
８
８
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
巡
回
引
き
取
り
日
毎
月
第
３
水
眼
○
手
数
料
は
無
料
で
、
回
収
は
七
月
十

日
（
た
だ
し
、
こ
の
日
が
祝
日
に
あ
た
五
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

っ
て
い
る
場
合
は
中
止
）

能
龍
矧

描
川
蝦
旧
浦
川
氏
宅
前
・
下
君
川
松
八
陣
卜

○
回
収
す
る
と
こ
ろ

本
商
店
前
・
上
君
田
藤
岡
商
店
前
・
若

栗
公
民
鮪
・
大
能
バ
ス
停
前
・
烏
曽
根
○
日
舞
会
ｌ
代
表
丹
た
ま
さ
ん

三
代
商
店
前
・
駒
木
原
児
童
公
園
・
旧
二
三
、
三
二
四
円

秋
山
駐
在
所
跡
・
島
名
時
崎
商
店
前
‐
寄
贈
ｌ
中
央
公
民
館
へ

石
滝
消
防
詰
所
前
・
安
良
川
駒
形
神
社
○
高
萩
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
フ

前
・
行
人
塚
集
会
所
・
下
手
綱
公
民
節
在
外
日
本
の
至
宝
全
十
巻

千
代
田
バ
ス
停
前
・
関
口
公
民
館
・
高
○
沼
田
く
り
さ
ん
Ｉ
安
良
川

戸
公
民
館
句
集
二
巻

○
持
参
す
る
も
の
▽
不
用
に
な
っ
た
○
佐
藤
哲
蔵
さ
ん
Ｉ
高
浜
町

犬
お
よ
び
猫
▽
印
か
ん
創
作
民
謡
・
民
謡
詩
集
各
二
巻

犬
に
つ
い
て
は
登
録
、
予
防
注
射
を
○
浅
田
定
夫
さ
ん
Ｉ
大
和
町

し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
鑑
札
及
び
注
，
嫁
ぎ
ゆ
く
娘
に
外
三
六
冊

ー
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一
〃
目
で
見
る
市
政
教
室
〃

一
に
親
子
で
ど
う
ぞ

一
【
Ⅲ
Ⅲ
ｕ
：
ｎ
Ⅲ
Ｕ
：
ｎ
Ⅲ
Ⅲ
：
、
Ⅱ
ｕ
①
ロ
、
Ⅱ
Ｕ
：
Ｒ
Ⅲ
Ⅲ
ｕ
ｐ
ｐ
ｎ
師
Ⅲ
仙
口
。
ｎ
Ⅲ
Ｕ
県
⑥
ｎ
Ⅱ
ｕ
号
質
的
Ⅱ
Ｕ
ｏ
回
、
Ⅱ
Ｕ
①
⑫
、
Ⅱ
Ｕ
唇
⑫
ｎ
Ⅱ
Ｕ
哩
《

向

Ⅱ

ｊ

５

ｎ

Ⅱ

ｕ

一

毎
年
、
参
加
し
た
方
々
に
好
評
を
い

た
だ
い
て
い
る
「
目
で
見
る
市
政
教
室
」

（
市
内
の
施
設
・
史
跡
見
学
会
）
を
今

年
も
次
の
日
ど
り
で
行
い
ま
す
。

市
内
に
数
多
く
あ
る
史
跡
や
施
設
を

見
学
し
て
、
市
政
の
姿
を
正
し
く
理
解

し
て
く
だ
さ
い
・

日
ど
り
七
月
二
十
九
日
（
水
）
・
八

月
七
日
（
金
）
・
八
月
二
十
日
（
木
）

対
象
は
、
い
ず
れ
も
親
と
子
で
、
お
子

さ
ん
は
小
学
生
以
上
で
す
。

定
員
一
回
先
着
二
十
名
。

申
し
込
み
方
法

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
希
望
す
る
月

日
、
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
ま
た
は
電
話
で
、

高
萩
市
本
町
一

’
○
○
市
役
所
市
民

活
動
課
広
報
広
聴
係
（
盆
③
２
１
１
１

内
線
２
３
５
ま
た
は
２
１
９
）
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
雨
の
場
合
で
も
行
い
ま
す
。

昼
食
は
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
時

間
は
午
前
９
時
に
市
役
所
玄
関
前
を
出

発
し
て
、
帰
り
は
午
後
３
時
ご
ろ
の
予

定
で
す
。

咄

Ⅱ

Ⅱ

Ｕ

ロ

リ

、

Ⅱ

し

：

ｒ

ｌ

Ｌ

ａ

】

、

Ⅱ

Ⅱ

弓

回

呵

１

Ⅲ

回

。

ｎ

Ⅱ

Ⅱ

。

。

【

】

ｂ

ｏ

ｎ

Ⅱ

Ⅱ

。

回

、

Ⅲ

Ｕ

回

⑫

ｎ

Ⅲ

り

包

巳

、

Ⅱ

Ｕ

回

⑨

ｎ

Ⅱ

Ｕ

回

ｕ

ｎ

Ⅱ

Ｕ

号

⑬

ｎ

Ⅱ

Ｕ

⑨

Ｒ

Ⅲ

Ⅲ

翼

二

一
市
民
い
し
も
ち
釣
り
大
会
一
＝回ロー[

と

兇
Ⅲ
旧
ｕ
ｏ
【

Ⅲ
Ⅲ
Ｕ
回
回
埼
‐
Ⅱ
Ｕ
ｐ
ｐ
ｈ
Ⅱ
Ｕ
ｇ
ｐ
内
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
回
ｐ
Ｈ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
。
Ｒ
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
１
Ｄ
ｎ
Ｉ
Ｊ
命
昏
Ｐ
ｌ
ｌ

１
１
Ⅱ
Ⅱ

卜
Ⅲ
ｌ

き
七
月
十
八
日
（
土
）

三
三
一
三
三

一
三

三

三

三
三

三

三

三
三

三

三

三

三

三
三
三

三
三
三

三

三

Ｆ

坐
平
守
。
〃
幻
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画心そそる日々

七月に入ると､海も山もすっかり、三の色と塗り替えら 麟 三ギ｜
れるo梅雨の晴れ間の強い陽ざし|こ、枇杷の実が黄金色に 三八i
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主戦輔飛鰐猟議薫p蕊ら蕊量

一‐秘

蕃填醤越堀獅輔射轌

（
も

筋
叫
到
制
凶
鋤
叫
一
腰
灘
輿
溌
轆
鰡
”

早
め
に
／
・

一
ミ
が
増
え
、
悪
臭
が
ひ
ど
く
な
り
、
ま

毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
お
盆
が
近
づ
た
焼
却
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

く
と
汲
み
取
り
の
申
し
込
み
が
多
く
な
主
婦
の
み
な
さ
ん
、
お
手
数
で
も
台

り
ま
す
。
混
み
合
わ
な
い
う
ち
に
、
次
所
か
ら
出
る
ゴ
ミ
は
水
分
を
よ
く
き
つ

の
許
可
業
者
ま
で
早
め
に
申
し
込
ん
で
て
か
ら
出
さ
れ
る
よ
う
協
力
し
て
く
だ

く
だ
さ
い
。
さ
い
。
と
く
に
ス
イ
カ
、
ト
マ
ト
な
ど

高
萩
清
掃
社
冠
②
２
６
５
３
多
く
の
水
分
を
含
む
青
果
物
の
食
べ
残

飯
島
清
掃
社
恋
②
２
２
６
３
し
は
、
で
き
る
だ
け
庭
木
や
農
園
の
肥

十
王
清
掃
社
恋
（
０
２
９
３
３
２
）
料
に
し
て
土
に
か
え
す
よ
う
お
願
い
し

３
２
０
６
ま
す
。

Ｉ

☆

Ｉ

☆

Ｉ

☆

※
お
盆
中
の
ゴ
ミ
収
集
は
休
み
ま
せ
ん
。 ま

曹
毒
菫
露
毒
曇
富
灘
孫
悶
忍
誌
哺
爵
織
酎
話
曹
零
萱
襄
喜
舅
薩
雷
駕
臓
鶴
榊
岬
栩
珈
董
畠

慧
蕾
睾
菫
雪
壼
蕎
焦
黒
鯛
燕
啼
撒
柵
鳴
謝
舞
磨
雪
雲
窪
雪
雲
蓉
弓
寄
罰
醗
獅
脳
畷
砺
婚
椴
扉
樹
對
謹
塞
理
理
事
岸
寓
碧
諸
悪
輪
耐
間
鵬
嘘
踏

午
後
４
時
か
ら
９
時
ま
で

と
こ
ろ
高
萩
海
岸

（
花
批
川
と
関
根
川
の
間
）

参
加
費
お
と
な
四
○
○
円

こ
ど
も
三
○
○
円

（
当
日
、
受
付
で
納
入
）

受
付
高
萩
中
学
校
東
側
海
岸
で
午

後
４
時
か
ら
５
時
ま
で

賞
品
を
多
数
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

※
小
雨
決
行
で
す
が
、
大
雨
や
海
が
荒

れ
て
い
る
と
き
は
八
月
一
日
に
延
期

主
催
高
萩
魚
友
会

協
賛
高
萩
市
観
光
協
会

馴
州
伽
卿
叩
加
酬
洲
削
珊
狐
洲
晩
僻
事
員
剛
鯏
榊
剛
剛
燗
刑
ｗ
川
柳
卿
榊
Ⅷ
噸
仰
恥
脇
朏
削
醗
嗣
留
萌
胴
職
頓
蝋
卿
防
肋
倣
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
伽
咽
鮴
醐
儘
掛

31日

一

Ⅱ
Ⅱ
：
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
：
ｎ
Ⅱ
Ⅱ
回
ロ
、
Ⅱ
Ｕ
：
月
Ⅱ
リ
コ
唇
ｒ
Ⅱ
Ｕ
凸
②
巾
Ⅲ
Ｕ
：
ｈ
Ⅱ
凹
月
、
Ⅱ
Ｕ
：
ｒ
ｌ
Ｌ
：
、
Ⅱ
Ｊ
ｂ
、

Ｆ
Ⅲ
Ⅱ
Ｕ
回
。
ｎ
Ⅱ
Ｕ
６
ｎ
Ⅱ
Ｕ
口
唇
、
削
り
一

一
県
民
交
通
災
害
共
済
に
一

加
入
し
ま
し
ょ
う

一

ｎ

Ⅱ

Ｕ

：

、

Ⅱ

Ｕ

ｑ

ｕ

ｎ

叩

Ⅲ

Ｕ

２

、

Ⅱ

Ｌ

凸

。

ｎ

Ⅱ

仙

偏

》
Ⅱ
Ⅱ
り
、

凸

Ⅱ
Ⅱ
Ｕ

患
、
Ⅱ
リ
回
。
ｈ
Ⅱ
Ｕ
『

①
、
Ⅱ
リ
旬
昌

Ⅱ

川

ｕ

ｑ

回

、

Ⅱ

Ｕ

：

、

Ⅱ

Ｕ

Ⅲ

。

、

Ⅱ

Ｕ

：

ｎ

Ⅱ

Ｕ

一

県
民
交
通
災
害
共
済
は
、
加
人
考
が

も
し
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
あ
わ
れ

た
場
合
に
、
見
群
金
が
支
払
わ
れ
る
も

の
て
す
や
今
日
か
ら
で
も
加
入
で
き
ま

す
の
で
、
手
続
き
は
市
役
所
市
民
相
談

室
へ
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

２
期
分
受
付
は
九
月
二
十
九
日
ま
で

大
人
四
五
○
円

中
学
生
以
下
二
三
○
円

～人口と世帯～

前月比

人口 32， 61 1 （＋75）

男 16， 005 （＋43）

女 16， 606 （＋32）

世帯 9， 585 （＋49）

（56年6月1日現在）
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調理士の試験と予備講習会 8月の日曜診療のお知らせ

○試験日と会場

△8月251胃I （火）午前9時30分から正午まで

△県立高裁高校

△資格中学校卒業以上の学歴があり、飲食店等において2年

以上従事したもの

○予備講習会と会場

△8月17， 18， 19日 午前9時から午後4時まで

△文化会館

△受講申し込み 7月10日～20日

※受験の申し込みや問い合わせ

渡辺 介（幸楽鮨垂3－5962）

鈴木清収（山平鮮魚店壷2－2130）

飯島医院大ギ'1 町2 日 (2)2235

樋渡医院 大和町
十王医院|十王町友部卜王町友部

(2)2202

9 日

６
１

別
６
１

羽
２
７

羽
３
１

０
１
Ｉ
⑬束本町

本 町

春 日 町

石 病 院16日

23日 ｜全生堂医院
30日 滝川医院

23日 ６
０

０
０

３
１

２
３

②
③

時間は午前9時から午後4時まて

(10)

空


